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旧マンション (「メゾンA」、5階建て総戸数 16 戸、東京都渋谷区所在)
産大法学 50巻 3・4 号 (2017. 1)
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同計画で Y1 は A社を共同事業者して建替事業を進める方針であったが、
A社が撤退することとなったため、平成 21 年 6 月頃にはXの紹介により
B社が共同事業者の候補者の 1人となった。
3 X 図面の作成とY1への提示
X は B 社から建替え計画に関する図面の作成を委託され、平成 21 年 6
月 9 日付の「メゾン A 建替え計画」と題する図面 (構成：①表紙、②
｢2009/6/8 面積表」と題する面積計算部分、③｢1、2 階平面図」、④｢3、4
階平面図」、⑤｢5、6 階平面図」、⑥｢7〜9 階平面図」、⑦｢断面図」。以下③
乃至⑦の 5 枚の図面を「X 図面」という) を制作し、同日に B 社を通じ
てY1に提示した。
4 Y4 設計図面の作成と新マンションの建替え
しかし Y1 は、平成 21 年 6 月頃 B 社が提案した事業計画を不服として
同社への建替え依頼を見合わせることにし、平成 22 年に新マンションの
建替えを Y2依頼したことから、Y2 から同年 4 月頃に設計図面の制作の




も 15 枚) を制作させた。Y2 は Y4 設計図面を添付して確認申請を行い、
平成 22 年 10 月 6 日に建築確認済証の交付を受け、同年 11 月に新マン
ションの建築を開始し、平成 23 年 11 月 25 日に完成させた。
318 (768)
5 X の提訴
Xは、Y1 乃至 Y3 が X図面に依拠してY4 設計図面を制作して、X図面
の著作権 (複製権又は翻案権) を侵害したとして、① Y4 に対しては著作
権侵害の不法行為の実行行為者として民法 709条に基づき、② Y3 に対し
ては、Y4 の著作権侵害の不法行為について会社法 350条に基づき、③ Y1




















状及び寸法 (2 階〜9 階平面図)、〔10〕エレベーター及び階段の位置 (2
319(769)
マンションの設計図につき図面の著作物性を限定的に認めたケース
階〜9階平面図)、〔11〕柱と梁の外部露出形状 (2 階〜9 階平面図)、〔12〕
住戸配置 (2 階〜9 階平面図)、〔13〕住戸用メーターボックスの設置 (2
階〜9 階平面図)、〔14〕屋外階段とオペラ通りとの間の吹き抜けの位置及




































































いて、(ア) 建物階数・建物配置、(イ) 柱位置・柱数・柱間寸法、(ウ) 住戸








































































































30Ⅰ) や翻案等の利用 (著 43) 等の制限規定に該当するといった例外的
325(775)
マンションの設計図につき図面の著作物性を限定的に認めたケース














































また、フランステレコム事務所コンペ事件 (東京地判平成 15 年 2 月 26














































































































































































































































件下で設計した X 図面と Y4 設計図面の比較において 1 階から 9 階のす
べてにおいて寸法、面積、形状、組み合わせにおいて相異していることを


















































中から 9 階建てにすることを X が企画案段階で選択して Y1 に提案した
ものであれば、遅くとも基本設計図書が完成した段階では設計内容が具体
的に表現されているのでアイデアとはいえないと思われる。しかし、判決






















であることが認められる (著作権法 2条 1 号、10条 1項 6 号)。」として
著作物性を肯定




















































































される著作物であると解すべきところ (著作権法 10条 1項 6 号)、本件文
書は参加人ジェイティ不動産らに属する一級建築士等の資格を有する数十












































これが創作的に表現されたものであること (著作権法 2条 1項 1 号) を認
めるに足りない。したがって、本件設計図が著作権法上保護される著作物
であるということはできない (なお、設計図に表された機械については、
著作権ではなく、工業所有権によって保護されることがあるにとどま
る。)。」
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